
令和７年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・第２学年は、日記指導を定期的に取り入れたことで、普段の授業でも、考えを表現するこ

とに自分から取り組むことができる児童が増えた。 

 ・第４学年は、「読むこと」の領域が前年度より目標値に近付いた。読書の推進を継続的に

行ったことや、文章を叙述に即して読む指導をしたことが、成果につながった。 

 ・第６学年は、少人数では自分の考えを伝え話し合うことができた。 

（２） 課題 

 ・第２学年は、読書の時間を確保したり、授業の最初の時間に詩の暗唱や言葉遊びを取り入

れたりすることで、新しい言葉を学び、活用できる語彙を増やしていく必要がある。 

 ・第４学年は、目標値に対して下回る結果となった項目が多くあった。特に、「文章を書く

こと」について、継続的な指導が必要である。 

 ・高学年は、目標値に対して下回る項目が多くあった。特に言葉の学習や説明文の読み取り、

文章を書く項目において、継続的な指導が必要である。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

 

目標値に対して▼ 

 

  

第５学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

第６学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言語についての知識・理解に

ついて、漢字やローマ字を読

むことについて目標値のほ

ぼ平均値をとることができ

たが、漢字を書くことにおい

て目標値を下回った。 

思考・判断・表現について、

相手や目的を意識して文章

を書くことにおいて、目標値

を下回った。 

大田区学習効果測定が、目標

値より下回る項目が多いこ

とを鑑み、児童が自分の考え

をもったり、まとめたりする

ような課題や、学んだことを

生活の中で行かせるような

経験が必要である。 

 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

修飾語など言語についての 話の内容を聞き取ったり、物 少人数での話し合いでは、活



知識・理解については目標値

の平均を下回った。（５年） 

漢字の読みについては、目標

値を上回ったが、敬語や情報

と情報の関係理解など言葉

の学習については、目標値を

下回った。（６年） 

語の内容を読み取ったりす

ることは目標値のほぼ平均

であった（５年） 

説明文の読み取りにおいて

目標値を下回った。（６年） 

調べたことをもとに文章を

書いたり、自分の考えやその

理由を書くことは、目標値を

大きく下回った。（５・６年） 

発に自分の考えを話すこと

ができ、主体的に取り組んで

いる様子が見られた。漢字テ

ストに意欲的に取り組む児

童は限られている。読書は好

きな児童が多いが進んで読

んでいる児童は少ない。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・フラッシュカードなどを用

いて、平仮名、片仮名の促

音・長音・拗音などの決ま

りを身に付けさせる。 

・既習の平仮名や漢字を、文

章の中で使う習慣を付け

させることで、定着を図

る。 

・行事や学習活動に合わせた

作文指導を継続的に取り

組ませ、目的を明確にして

書く活動を行う。 

・初めて取り組む活動の際に

は、教員や児童のお手本を

示すことで、自分の課題に

生かすことができるよう

にする。 

・分からない言葉の意味を調

べたり、大事な箇所に下線

を引いたりすることを通

して、文章の内容の大体を

捉えることができるよう

にする。 

・話型や文型を示すことで、

自分の考えを整理して表

現できるようにする。 

・掲示物やデジタル教材など

を活用し、適切な話し方、

聞き方を提示することで、

話し合いを円滑に進める

ことができるようにする。 

 

・朝読書の継続や週１回の図

書の時間の確保、専門員や

ボランティアによる読み

聞かせを通して、本に親し

む機会を増やす。 

・全体で発表する前に、ペア

やグループで話す時間を

設け、自信をもって自分の

考えを発表できるように

する。 

・音読発表会などを効果的に

取り入れ、表現する楽しさ

を味わえる学習活動を行

う。 

 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・主語と述語の関係の理解を

深めるために、小単元の学

習以外でも授業始めの５分

間などを活用し、継続的に繰

り返し指導する。 

・既習の漢字について、書き

取り以外にもタブレット

を活用した学習なども取

り入れる。 

・場面の移り変わりに注意し、

登場人物の心情の変化など、

叙述に即して読むよう引き

続き指導する。 

・相手意識、目的意識をもた

せ、自分の考えを表現する

ことに必然性のある場を

設定する。 

・表現したものを最終的に表

現するだけでなく、その過

程においても友達と表現

・朝読書の継続や週１回の図書の

時間、専門員による読み聞か

せ、ブックトーク等を通して、

本に親しむ機会を引き続き増

やしていく。 

・単元のまとめとして、学習発表

会など、学んだことを表現する

ような場を設ける。 

・行事や学習活動に合わせた作文

指導を取り入れたり、短い文で

自分の考えを書いたりするな



し合えるような授業展開

をする。 

・自分の考えを表現する方法

や形式を繰り返し指導す

る。 

ど継続的に書く活動を行う。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・主語、述語、修飾語、敬語

など、小単元の学習以外で

も読むことや作文などの

中で継続的に繰り返し指

導する。  

・漢字ドリルなどを活用し、

漢字のミニテストを繰り

返すなどして読み書きの

定着を図ったり、既習の漢

字を文章の中で使う習慣

を付けたりする。 

・同一の意味を様々な言葉で

表現する活動を行う。 

・「書くって楽しいね」を活

用し、文章の書き方を理解

させる。 

 

・自分の考え、事実、根拠を

説明したりする活動を授

業の始めの時間に行う。ま

た、指定された文字数で書

いたり、段落構成を考えて

書いたりする経験を増や

す。  

・説明文を読み取る際には、

段落ごとの内容の読み取

りや段落相互の関係を考

える学習を丁寧に行う。 

・他教科でも資料を読み取る

学習を丁寧に行う。また、

資料を基に自分の考えを

持ち伝える活動に取り組

む。 

・朝読書の継続や週１回の図

書の時間、専門員による読

み聞かせ、ブックトーク等

を通して、本に親しむ機会

を増やす。        

・俳句や短歌の暗唱、百人一

首などを通して、言葉への

興味・関心を高める。 

・ICT を活用して、興味・関

心を高める学習活動を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・自分の考えや答えを書いたり説明したりする活動を多く取り入れたため、大田区学習効果

測定において４・５学年の短答・記述の正答率が上がった。 

 ・授業の帯でタブレットドリルや算数アプリを活用したことにより、基礎・基本の計算力が

上がった学年があった。 

 ・習熟度別グループ授業において、個の能力に応じた学習を行うことにより、一人一人の「分

かった」「できた」経験を増やすことができた。 

（２） 課題 

 ・３～５学年において、基礎・基本の計算の習得に課題がある児童がいる。特に４学年のわ

り算、６学年の小数の計算の正答率が極めて低かったため、個別指導や、繰り返しの学習

に重点を置き、当該学年までの学習内容が定着するよう継続的な指導が必要である。 

 ・６学年において図形の領域に課題が見られるため、ICTを活用したり具体物を操作したり

する中で理解を深める活動を設ける。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

 

目標値に対して▼ 

 

  

第５学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

第６学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第４学年においては、目標

値に対し同程度の評価であ

った。 

・第４学年においては、「あ

まりのあるわり算の文章問

題」「円と球」「時刻と時間」

の問題について課題がある。 

 

 

 

・第４学年においては、目標

値に対し同程度の評価であ

った。 

・第４学年においては、「余

りを切り上げて処理する問

題ができ、その理由を説明す

る」問題について課題がある

が、その他については概ね目

標値に達している。 

・第４学年においては、「あ

る時刻から一定時間前の時

刻を求める」問題について課

題があるが、作図の問題につ

いては目標値に達している。

数学的に表現・処理したこと

のよさに気付き、生活や学習

に活用しようとする態度が

低い。 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第５学年においては目標値

と同程度で、第６学年におい

ては大きく下回った評価で

あった。 

・第５学年において、概数、

面積、図を使って割合を求め

るための立式を考える問題

は目標値を上回っていたが、

わり算や四則の混じった式

の計算順序の理解が低い。 

・第６学年において、公約数

や分数の約分、小数同士のか

け算わり算、割合の問題に大

きな課題がある。 

・第５学年においては目標値

と同程度で、第６学年におい

ては大きく下回った評価で

あった。 

・第５学年において、分数の

大小比較、複合図形の面積を

求める問題は目標値を上回

っていたが、三角定規を組み

合わせた角の大きさの問題

では目標値を大きく下回っ

た。 

・第６学年において、多角形

の内角の和の求め方や円グ

ラフ・帯グラフの読み取り、

体積の問題が目標値を大き

く下回った。 

・作図問題について、第５学

年の平行四辺形、第６学年の

合同な三角形の作図は目標

値を大きく下回った。 

・計算や作図など、粘り強く

取り組んだり、数学的に表

現・処理したことのよさに気

付き、生活や学習に活用しよ

うとしたりする態度が低い。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得を

確実にする。 

・デジタル教科書、動画等Ｉ

ＣＴの活用と共に絵図やブ

ロックといった具体物を活

用した授業を展開し、視覚的

に分かりやすい授業を行う。 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を意

図的に設け協同学習を行う。

（可能な範囲で振り返りコ

メントのできる機会を作る） 

 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を行

う。 

・ＩＣＴを活用した学習を多

く取り入れ、画像や動画を使

用し児童の興味・関心を高め

る。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得を

確実にする。 

・問題や場面に対するイメー

ジを掴ませるため、ＩＣＴの

活用と共に絵図やブロック

といった具体物を活用した

授業を展開し、視覚的に分か

りやすい授業を行う。 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を意

図的に設け協同学習を行う。

（可能な範囲で振り返りコ

メントのできる機会を作る） 

・児童の多様な考えをアプリ

等を活用し、クラス全体で考

えの共有を行う。 

・板書を基に、自分の考えを

整理し工夫したノートづく

・数量や図形に進んで関わ

り、生活や学習に活用しよう

とする態度を養う。 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を行

う。 

 



りを行うとともに、他者とノ

ートを見せ合う協同学習を

行う。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・タブレット端末と紙を併用

し、毎回の学習内容の習得を

確実にする。 

・「数と計算」の領域では、

四則計算の順序やわり算の

筆算の仕方、約数や割合の学

習を定着させる。 

・授業の帯でタブレットドリ

ルや算数アプリを活用し、基

礎・基本の計算力の向上に努

める。 

・班やペア活動で自分の考え

を表現し、説明する機会を意

図的に設け協同学習を行う。

（可能な範囲で振り返りコ

メントのできる機会を作る） 

・自分の考えを式や図、言葉

などで表現できるようにす

る。 

・「変化と関係」「データの活

用」領域では、伴って変わる

関係を式にしたり、読み取っ

たデータについて説明した

りする活動を多く取り入れ

る。 

・習熟度別学習を行い、児童

が「分かった」「できる」「楽

しい」と実感できる授業を行

う。 

・児童同士でミニ先生役とし

て教え合う場面を設け、お互

いに力をのばしていける環

境づくりをする。 

・粘り強く課題に取り組む態

度や数量や図形に進んで関

わり、生活や学習に活用する

態度を養うため、実生活につ

ながる問題を取り入れる。 

 

 

 

 



（様式例） 

令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・ＩＣＴの活用により、植物、昆虫、魚など「生命」領域では観察に力を入れてきた結果、

知識・理解での定着がはかれた。 

 ・観察・実験の前に観察・実験器具や用具の使い方を示したり確認したりしたことによって、

正しい使い方や扱い方を守って観察・実験することができた。 

 ・理科室前の廊下を活用して、現在進行している学習に関わるものを展示したり、掲示した

りしたことで全学年の多くの児童が理科への興味関心をもつようになった。 

（２） 課題 

・「知識・技能」について、4年生では「エネルギー」「粒子」「生命」の領域に対して、5年生

では、5年生では「粒子」の領域に対して、6年生では「エネルギー」「粒子」の領域に対して

基礎的な知識を十分に身に付けさせることができていない。実験は覚えていても問題を解くこ

とに至っていない現状がある。学校全体としては「粒子」分野の知識・理解の定着を図る必要

がある。 

・「思考・判断・表現」について、理科的な事物・現象を科学的に分析する方法を考えたり、根

拠を示して表現したりすることに課題がある。観察や実験の前に予想を立てたり、結果から考

察をしたりする時間を十分にとる必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 

 

目標値に対して▼ 
 

  

第５学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 
（第４学年時） 

 

第６学年 

 

目標値に対して▼ 

 

 

目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然事象に対する概念や性

質・規則性の理解を深めるた

めに、体験的活動を多く取り

入れた学習は定着率がやや

高くなっている。 
 

・問題に対して既習事項や生

活経験を基に根拠のある予

想や仮説を発想する力が低

い。また、実験の結果からど

のようなことが言えるのか

を言語化、文章化する機会が

・科学的な事象と実生活が結

びついていないことが考え

られる。結びついていないこ

とを体験的に学習している

ので、主体的に課題に取り組

む姿勢が作れず興味関心の



少ないことが考えられる。 低い児童が多くなっている

と考えられる。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・科学的な問題解決を行うた

めに必要な観察・実験等の基

本的な技能が定着できてい

ない。 

・科学的な法則などを知識と

して定着していない。 

・自然事象に対する概念や性

質・規則性の理解を深めるた

めの、体験的活動が足りない

が、映像資料等を活用し理解

していると言える。 

 

・物質・エネルギーにおいて

例えば「ふりこの法則」など

で実験結果を表やグラフに

整理する活動が不足してい

ることが考えられる。 

・自然現象の変化や働きにつ

いて、より妥当な考えを見出

す力を高めるために、自分の

言葉で考察をまとめる機会

をより増やす必要性が感じ

られる。また、考える際には、

考える視点を与える必要が

ある。 

・学習したことを身近な経験

や生活に結び付けて考え・予

想するなど、興味をもたせる

学習の工夫が必要である。 

 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実験器具の名前を言わせるな

どの活動をしてから対象や目

的に応じて観察・実験器具を適

切に操作することができるよ

う、目的を共有してから操作方

法を確認させる。 

・飼育・栽培や観察実験では、 

具体的に着目する視点（葉の数

や形等）を与え、予想や仮説な

どを基に検証させる。 

・天気や月、星の動きなど身近

に体験しにくい学習では、デジ

タル教材を授業に取り入れる

など、視覚支援を充実させる。 

・学習した理科用語を授業中に

振り返る機会を意図的に取り

入れ、学習内容の理解と知識の

定着を深める。 

・日常的に教科書の「確かめよ

う」のページを活用し小テスト

を行い、知識の定着を図る。 

・問題解決の資質・能力を向上

させるために、「①課題を知る

②予想の立て方を知る③方法

を知る④事実を書く⑤結果か

ら考えたことを書く」といった

問題解決の流れに沿って板書

を行う。 

・予想を立て、その根拠を自分

の経験や既習学習から用いて

言葉で説明したり書いたりす

る機会を増やす。 

・実験などの結果を記録する 

際、毎回同じ視点で比べるよう

に促し、関係性や違いに気付か

せる。 

・実験などの結果から考察が 

できるように、初めのうちは書

き方の例を示したり、穴埋めに

したりするなどの支援をする。 

・実験結果を比較したり、要因

を抽出して法則性を見出すこ

・主体的に学習に取り組ませる

ため、児童の体験から結び付け

て問題をつくっていく。 

・事象に十分に関わらせ、「な

ぜ」を大切にしながら学んだこ

とと生活との関わりを振り返

る時間を設け、学習内容を深く

理解したり、新しい問題を見付

けようとしたりする態度を育

てる。 

・デジタル教材を授業に取り入

れるなど、視覚支援を充実させ

活動しやすい環境を作る。 



とが大切である。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・資料を活用する学習を多く

取り入れ、具体的に注目する

視点を与えることで資料か

らいえることを考える力を

高める。 

・天気や月、星の動きなど身

近に体験できない学習では、

デジタル教材を授業に取り

入れるなど、視覚支援を引き

続き充実させる。 

・実験器具に関して、やり方

を教師が手本（動画を事前に

準備する等）を示して確認さ

せることで、正しい実験の仕

方や実験器具の扱い方を身

に付けさせる。 

・実験の後や単元のまとめの

時間に、実験結果や知識を活

用・適用して解く問題を設定

して、知識の定着を図る。 

・日常的に教科書の「確かめよ

う」のページを活用し小テス

ト、プリントを行い、知識の定

着を図る。 

・問題解決の資質・能力を高

めるために、課題を見つける

ために①比較できる事象の

提示から②問題を発見し、そ

れに対して予想・仮説を立て

る④理科室にあるもので実

験方法を立案し、⑤実験をし

て⑥結果を出して、実験結果

に対して⑦考察を書き、学級

として一つの⑧結論を出す

ようにする。 

・考察の高学年校内話型を示

し、だれでもそれに沿って書

けるようにする。 

・単元を通してペア学習やグ 

ループ学習を積極的に取り

入れ、話し合いを通して物事

を多面的に考え、妥当性のあ

る結論を導き出せるように

する。 

・グラフや表の読み取りに関

して、教科横断的な力を活用

し、適切に読み取り、そこか

らどのような事象になって

いるかを考えられるように

する。 

・導入時に演示実験や映像資

料を取り入れたり、児童が調

べてみたいと思うような課

題提示をしたりすることで、

理科に対する興味・関心を高

めていく。 

・体験活動から問題を作って

いき、体験できない事象につ

いては、視聴覚資料やICTを

活用して意欲を高める。 

・学んだことを日常とつなげ

たり生かしたりすることが

できるように、実験や観察の

結果からどんなことが身近

なことに使われているか考

えたり、話し合ったりする機

会を設ける。 

・理科に関する掲示物を理科

室前に掲示し学習環境を整

える。 

 

 

 



令和７年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・地図や地球儀、具体物やＩＣＴを活用した授業を展開したことで児童の興味・関心を高め

ることができた。基本の言葉を正しく覚えることにつながった。 

 ・タブレットを活用し、こどもたちの考えを共有することができた。 

 ・デジタル教科書を利用したことで、写真からだけでなく動画からも学ぶことができた。 

 

（２） 課題 

 ・地図記号や都道府県の位置など、覚えたことを使って考える経験が少ない。教科横断的に

学んだことを生かしていくことが必要である。 

 ・記述式で、問題に対する自分の考えや選択した理由を説明する力を伸ばすことに課題があ

る。知識として身に付いていることを、問題に合わせて記述する練習を行っていく必要が

ある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 目標値に対して▼   

第５学年 目標値に対して▼ 
目標値に対して▼ 

（第４学年時） 
 

第６学年 目標値に対して▼ 
目標値に対して▼ 

（第５学年時） 

目標値に対して▼ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・方位や地図記号など、基本的 

な知識の定着と、複数の資料

を組み合わせて考える力を身

に付けていく必要がある。 

・消防署の役割や火災発生時に

何番に電話すればよいかなど

について、より理解していく

必要がある。 

・言葉を覚えても、その役割や

意味が具体的に理解されて

いない。それを整理してまと

める活動を取り入れる必要

がある。 

 

・資料に基づき与えられた条件

から読み取る力が弱い。問題

文を読んで、分かったことに

対して、自分の思考を深める

問いを授業に取り入れていく

必要がある。  

・資料から必要なことを読み 

取る力が弱い。図や年表から

判断する活動を増やす必要が

ある。 

・社会に対する事柄を自ら調べ 

るなど、さらに学びに向かう 

姿勢を育てる必要がある。地

域にある身近な教材を授業で

扱うなど、意欲的に活動でき

るような工夫を行う必要があ

る。  

・自分の考えを書かせたり発表 

させたりするなど、タブレット

も用いて問題に対して関心を

もてるような授業展開をする。

振り返りも行い、相互にコメン

トを付けていくことも有効だ

と思われる。 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・社会的な用語、都道府県や国

の名前などと地域や地方の

特色などを合わせて覚える

ようにし、基本的な知識を定

着させる必要がある。  

・複数の資料を関連付けて、社

会的な事象を正確に理解す

る力を身に付けていく必要

がある。  

・用語や地形、方位など基本

的な知識を定着させる必要

がある。 

・自らの考えを文章で表現する

ことに課題がある。そのため、

自分の考えを書かせたり、お

互いに伝えあったりする活動

が必要である。 

・複数の資料を関連付けて考察 

したり、資料から必要なこと 

を読み取ったりすることが弱

い。複数の図や年表から「ど

うしてそうなるのか」と考え

る活動を増やす必要がある。 

・社会に対する興味・関心を高 

める必要がある。ゲストティ 

ーチャーや体験的・疑似体験

的な活動を積極的に取り入れ

た授業の工夫を行う必要があ

る。  

・タブレットを使って問題に 

取り組む時間を作るなど、取

り組みやすい活動を増やす必

要がある。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・３年生は地図記号、地図帳の 

基本的な使い方をしっかり 

教える。生活経験と結び付け

ていく。  

・４年生は４７都道府県の名称 

と位置を理解する。都道府県

名も漢字（国語科配当）で書

けるように教える。地図を積

極的に活用し、八方位を含め

た見方の活動を増やしてい

く。 

・算数の棒グラフや折れ線グラ

フの学習と関連させて、情報

を整理して資料やグラフから

読み取る力を身に付ける。  

 

・毎時間の授業の最後５分間

は、学習のまとめを自分の力

でノートやタブレットに書け

るような活動を取り入れる。  

・単元を通してペア学習やグル 

ープ学習で、お互いの考えを 

伝え合う活動を積極的に取り

入れる。タブレットも活用し、

考えを共有しやすくしてい

く。 

・資料から読み取る際は、それ

のどこを見ればよいのか、ポ

イントを示していく。 

・「なぜ？」「どうして？」と理

由を考えさせる問いを積極的

に取り入れていく。  

 

・社会科の興味・関心を高める 

ために、身近な教材を授業の

中に取り入れていく。  

・社会科見学だけでなく、近隣

の施設や工場、スーパーマー

ケットなどにも見学に行き、

体験的な活動をたくさん取り

入れていく。  

・地図記号や都道府県、タブレ

ットを用いたクイズ、ミニテ

ストを取り入れ、楽しく興味

をもてるような授業の工夫を

する。 

・日常生活から、学習に関連す 

る問題を取り上げて使うよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・５年生は都道府県名・世界の  

国名と国旗・世界の中での日

本の位置など、６年生は歴史

上の人物についても定着でき

るように、背景・理由・影響

とセットで理解させるように

する。 

・単元で大切な言葉を穴埋め 

問題にするなど、ワークシー 

トやタブレットを活用して

楽しく覚えられるようにす

る。  

・算数の学習との相互性を生か 

し、複数の資料から比較する。

関連性を捉え正しく読み取る

練習を行う。  

 

 

・毎時間、学習のまとめを自分 

の力で書く活動を取り入れ 

る。その際、キーワードや根

拠を明らかにして自分の考え

をノートやタブレットに書く

ようにする。また、「どちらが

妥当か？」「どうすべきか？」

などの判断を要する課題を設

定していく。 

・単元を通してペア学習やグル 

ープ学習で、お互いの意見や 

考えを伝え合わせる活動を積

極的に取り入れる。タブレッ

トや文章、口頭など多様な表

現方法を経験させる。  

・新聞やポスターなどにまとめ 

る際は、書くべき内容（テー 

マ）を必ず教師から示してま 

とめるようにする。  

・世界の国や歴史上の人物につ 

いてのクイズやミニテストを

取り入れ、楽しく覚えてより

興味をもてるような授業の工

夫をする。 

・自分の問いを元に探究活動を

行っていく。 

・デジタル教科書を授業に取り 

入れ映像による資料を多く提

示し、興味関心を高めていく。 

・社会科見学などで工場見学 

をしていく。また、事前に関

連する動画や具体物を用い

て、関心を高める。 

・政治や国際社会の学習では、

時事問題などを取り上げ意見

を出させるなどし、関心を高

める。実生活とのつながりを

意識させる。 

 



 

令和７年度 外国語活動・外国語科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・活字体の大文字・小文字を正しく書くことは、概ねできている。 

 ・短い物語を聞き、話の概要を捉えることは、概ねできている。 

 ・好きな教科や苦手な教科など身近な事柄についての対話を聞き、その内容を理解すること

は、概ねできている。 

（２） 課題 

 ・アルファベットの聞き取りや英単語の読み書きに課題がある。 

 ・既習した英単語や表現を活用して英文を書くことについて課題がある。 

  

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年    

第５学年    

第６学年 目標値に対して△   

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇「日時・曜日」、「数字」

などの身近な英単語を含め

た歌を繰り返し歌ったり、 

英単語や会話の表現などを

繰り返し発声したりするこ

とで、外国語の音声や基本的

な表現に慣れ親しむことが

できた。 

〇友達同士で英語を用いた

コミュニケーション活動で

は、自己紹介や自分の考えを

伝えることができた。 

〇「好きなもの」や「好きな

時刻の理由」などの学習で

は、既習事項だけでなく、自

分の伝えたい英単語を調べ、

伝えようとする姿が見られ

た。 

〇様々な英語表現に対し、慣

れ親しもうと、すすんで発音

練習やコミュニケーション

活動に取り組もうとする姿

が見られる。 

●発音を聞き取ることが難

しく、英語を用いてのコミュ

ニケーション活動に自信を

もって取り組めない児童も

いた。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇概ねアルファベットの形

を正しく捉え、読んだり、書

いたりすることができてい

る。 

●アルファベットの聞き取

りに課題がある。 

〇簡単な語句や基本的な表

現を聞き取ることは、概ねで

きている。 

●例文を参考に、文を作成す

ることに苦手意識をもって

いる児童がいる。 

〇ゲームや遊び等を通じて、

友達と英語でのやり取りを

する活動では、意欲的に学習

に取り組む姿が見られた。 



 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日常生活の中で聞いたこと

のある英単語を使い、楽しく

英語に慣れ親しむことがで

きるような活動を積極的に

取り入れていく。 

・既習事項をフラッシュカー

ドやゲームを通して、復習す

る。 

・今後も英語を話したいとい

う気持ちを深めるために、児

童のよい点を褒め、即時評価

を行う。 

・学んだ英単語の定着を目標

に、コミュニケーション活動

を多く取り入れたり、習得し

た英単語を振り返る時間を

設けたりする。 

・英語に親しむことができる

ように、歌やゲーム活動を取

り入れるなど、楽しく学習で

きる雰囲気をつくっていく。 

・児童が正しく発音できるよ

うに、ゆっくり発音したり、

個別に発音の仕方を確認し

たりする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・繰り返しの発音練習やチャ

ンツ、カードを使った活動を

通して、英単語を覚えられる

ようにする。 

・定期的に、英単語のテスト

や口頭での確認など既習事

項を復習することで、児童の

定着度を確認する。 

・新しい英単語や表現を学ぶ

際には、イラストと英単語を

結び付けて判断したり、アク

セントを確認したりして、定

着を図る。 

・実際の場を想定して、友達

と英語でのコミュニケーシ

ョン活動をする機会を設け

る。 

・既習事項の確実な定着のた

め、授業の始めでは、前回学

んだ英単語や表現を復習す

る。 

・ゆっくり、繰り返し発音練 

習することやフラッシュ 

カードを用いた活動を重点

的に取り組む。正しい発音を

身に付けさせ、自信を深めて

活動に参加できるようにす

る。 

・楽しい雰囲気の中で英語に 

親しむことができるよう 

に、歌やゲームなどの活動を

取り入れていく。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・書く領域については、なぞ

り書き、写し書きなどスモー

ルステップで技能を定着さ

せる。 

・簡単な語句や基本的な表現

について、動画やイラストな

どの視覚的な情報を用いた

学習を行う。 

・簡単な語句・表現を指導する

際には、実生活での場面を想定

させることで、適切な使い方を

理解させる。 

・書くことに対する苦手意識を

軽減させるために、自分の身近

な人の紹介など取り組みやす

いテーマで文章を書く学習を

行う。 

・歌やゲームも導入して、外

国語への意欲・関心を高める

とともに、友達と英語でのや

り取りをする活動を多く設

ける。 

 

 



令和７年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・興味関心が高く、意欲的に取り組む姿勢が多く見られる。 

 ・器楽の技能はスモールステップかつ反復学習により、着実に技能を身に付けることができ

ている。 

（２） 課題 

 ・学んだ知識や技能を生かすことがまだ十分ではない。 

・感じ取ったことと聴き取ったことを結び付けて考える力が十分ではない。 

 

２ 分析（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・拍にのってリズムを取るこ

とができるようになって

きた。 

・音の高さを感じ取って歌う

ことができている。 

・鍵盤ハーモニカを拍にのっ

て演奏する技能に課題が

ある。 

・身体を使って音楽の様子を

表し、感じ取ったことを適

切な言葉で表す力に課題が

ある。 

・興味・関心が高く、意欲的

に楽しく音楽活動に取り

組む姿が多く見られる。 

  

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・互いの歌声を聴きながら、

自然で無理のない発声で

歌うことができている。 

・吹奏楽器の演奏において

は、指遣いに気を付けて、

タンギングをして美しい

音色で演奏する技能の定

着が見られる。 

・第３学年から始まる階名に

親しむ学習に意欲的に取

り組んでいる。 

・感じ取ったことが音楽の要

素の何に基づいているの

か考える力に課題が見ら

れる。 

・興味関心が高く、発表の場

面においても意欲的に取

り組む姿が多く見られる。 

  

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・互いの声を聴き合って高さ

の異なる声部を重ねて歌

う技能に課題がある。 

・感じ取ったことが音楽の要

素の何に基づいているの

か考える力に課題が見ら

れる。 

・歌唱や器楽の学習において

は概ねの児童が意欲的に

取り組んでいる。 



 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・音や音楽に合わせて身体を

動かす活動を多く展開し、

拍感を身に付けさせる。 

・鍵盤ハーモニカの演奏技能

はスモールステップで習

得させる。 

・音楽の様子を表す言葉の掲

示を充実させ、児童自ら判

断して適切な言葉を選べ

るようにする。 

・身体を伴った活動や児童同

士の交流の機会を多く設

定し、様々な音楽に親し

み、音楽への興味関心を高

める。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・リコーダーの息遣いやタン

ギング等の基本的な技能

について、必要感をもたせ

て習得させる。 

・階名の学習等、楽典的な学

習を体験的に習得させる。 

・感じ取ったことが音楽の要

素の何に基づいているの

か、掲示物と関連付けし、

視覚的・身体的に捉えさせ

る。 

・読譜に関する学習を体験的

に習得させ、児童同士の交

流の機会を多く設定し、

様々な音楽に親しみ興味

関心を高める。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・スモールステップでハーモ

ニーをつくる学習を積み

重ねる。 

・感じ取ったことが音楽の要

素の何に基づいているの

か、掲示物と関連付けし、

視覚的・身体的に捉えさせ

る。 

・身近な物事や既習事項と関

連付けて学習に対する必

要感をもたせ、音楽への興

味関心を高める。 

 



令和７年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立東糀谷小学校  

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・わかりやすく取り組みやすい活動を提示し、めあてを明確にもたせて表現に取り組ませることによ

り、学習に向かう態度が向上した。 

・ＩＣＴ機器を活用しながら児童の目の前で「やってみせる」ことを確実に行い、材料や用具の特性

への理解度を高めることができた。 

・制作途中の児童作品や各国の美術作品を都度紹介することによって鑑賞の機会を増やし、造形的な

よさに気付かせ、自分の見方や感じ方を広げさせることができた。 

 

（２）課題  

・児童の学びに対する意欲の個人差が大きく、関心をもって主体的に学ぶことができない児童もい

る。 

・用具の正しい扱い方や作品制作の手順について、理解するのに時間がかかったり理解が難しかった

りする児童がいる。 

・表したいことを見付けたり表し方を工夫したりすることが苦手な児童がいる。 

  

２ 観点別分析 

（１）低学年 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・材料や道具の特性を理解し、

手や体全体の感覚などを働か

せて表そうとしている。 

・表現の技能には個人差があ

り、手や体全体の感覚の継続

的な育成が必要であると考え

る。 

・材料の形や色などから造形的

なよさを思いつき、どのよう

に表すかを考えながら学習し

ている。 

・好きな形や色を選んだり、い

ろいろな形や色を考えたりし

ながら表し方を工夫してい

る。 

・鑑賞の活動では、ほとんどの

児童が主体的に取り組んでい

る。 

・表現の活動では、どの児童も

学びに対する意欲が一定以上

あり、表現を楽しんでいる。 

 

（２）中学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・材料や道具を適切に扱い、前

学年までの経験を生かしなが

ら手や体全体を働かせて表そ

うとする児童が多い。 

・表現の技能は個人差が大き

く、手や体全体の感覚の継続

的な育成が必要であると考え

る。 

・感じたこと、想像したこと、

見たことから表したいことを

見付け、どのように表すかを

考えながら学習している児童

が多いが、考え工夫する力が

不十分な児童もいる。 

・形や色、材料などを生かしな

がら、表し方を工夫してい

る。 

・鑑賞の活動では、ほとんどの

児童が主体的に取り組んでい

る。 

・表現の活動では、学びに対す

る意欲に個人差がある。気持

ちが散漫になり、一つの表現

に集中することが難しい児童

もいる。 

 

  



（３）高学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・表現方法に合わせて材料や道

具を選ぶことができる児童が

多い。前学年までの経験や技

能を生かして表そうとする児

童もみられる。 

・表現の技能は個人差が大き

い。活動の経験を増やし、表

す力を継続的に育成する必要

があると考える。 

 ・感じたこと、想像したこと、

見たこと、伝え合いたいこと

から表したいことを積極的に

見付けようとする児童もいる

が、発想や構想の力は個人差

が大きい。「美しい！」「表し

たい！」と感じる経験を増や

し、表現力を高めたいと考え

る。 

・学習意欲の個人差がある。高

い意欲で自分の表現に主体的

に取り組む児童がいる一方

で、気持ちが散漫になり、学

習に集中することが難しい児

童もいる。 

 

  

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の特性を理解させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより表現の工夫に気

付かせ、自分の見方や感じ方

を広げさせる。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、めあてを明確

にもたせて表現に取り組ませ

る。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、学習意欲を高める。 

 

（２） 中学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の適切な扱い方を理解

させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより造形的なよさに

気付かせ、自分の見方や感じ

方を広げさせる。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、めあてを明確

にもたせて表現に取り組ませ

る。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、意欲を高める。 

 

（３） 高学年  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・前学年までの経験を振り返ら

せ、自分のもつ経験や技能が

生かせることを感じさせる。 

・ＩＣＴ機器を活用しながら児

童の目の前で「やってみせ

る」ことを確実に行い、材料

や用具の適切な扱い方を理解

させる。 

・表現活動の時間を確保し、手

や体全体の感覚の育成に努め

る。 

・制作途中の作品や各国の美術

作品を都度紹介することによ

って鑑賞の機会を増やす。そ

のことにより造形的なよさや

美しさ、表現の意図に気付か

せ、自分の見方や感じ方を広

げさせる。 

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを表現に生かすよ

う指導していく。 

・わかりやすく取り組みやすい

活動を提示し、具体的なゴー

ルを明示して学習に取り組ま

せる。  

・それぞれの児童が興味をもっ

ていることを学習内容と結び

付け、意欲を高める。 

 



令和７年度 体育科 授業改善推進プラン  

大田区立東糀谷小学校   

 １ 昨年度の授業改善推進プランの検証   

（１） 成果   

・集会等を通して、運動をすることの大切さを伝えたり、休み時間の外遊びを推奨したりすることに

より、自主的に運動する児童が増えた。また、体育の学習の中では ICT機器を活用する機会を増や

したことで動きのコツを見付けやすくしたり、児童自身が具体的に動きを振り返ったりするなど、

児童の学びをより深めることができた。 

（２） 課題   

・体育学習を通して、体を動かすことの楽しさや喜びを味わうことができている児童が増えつつある

が、児童の技能面（能力が高い、低い）においての二極化が目立つ状況が継続したままである。   

・児童それぞれの興味関心、キャリア形成の方向性などに応じて児童が主体的に学習を行っていける

ように個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る必要がある。   

 

２ 観点別分析   

（１） 体力テスト結果の分析     

専門業者による分析待ち  

  

（２） 観点別の分析  

①低学年   

知識・技能   思考・判断・表現   主体的に学習に取り組む態度   

・運動遊びの楽しさに触れ、その行

い方を知ることができている。  

・運動遊びに取り組む時間を十分確

保したことで、基本的な動きが身

に付いている。  

・体を腕全体で支える力、水中での

動き、ゲームの中でボールを持た

ない動きが身に付いていない。  

・走・跳の運動遊びでは、場

を選んだり遊び方を工夫し

たりすることができてい

る。  

・学習の振り返りの際に、感

じたことを言葉で表現する

ことができている。  

・運動遊びにすすんで取り組むこ

とができている。  

・きまりを守り、仲良く運動する

ことができる児童が多い。  

・勝敗を受け入れられない児童も

いる。  

・場や用具の安全に気を付けて準

備や片付けをする経験が乏し

い。   

  

②中学年   

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・運動の楽しさや喜びに触れ、その

行い方及び健康で安全な生活や体

の発育・発達について、概ね理解

している。  

・個人で行う基本的な動きや技能は

概ね身に付いている。  

・体を腕全体で支える力、水中での

動き、ボールを持たないときの動

きが身に付いていない。  

・自己の運動や身近な生活に

おける健康の課題を見付け

ることができている。  

・走・跳・投の運動では、自

分の課題に合わせて、場や

活動を選択することができ

る児童は約半数である。  

・運動にすすんで取り組むことが

概ねできている。  

・きまりを守り、仲良く運動する

ことができる児童が多い。  

・勝敗を受け入れられない児童も

いる。  

・友達の考えを認めようとしてい

る。  

・場や用具の安全に気を付けて準

備や片付けをする経験が乏し

い。  

  

 

 



 

③高学年   

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・運動の楽しさや喜びを味わい、そ

の行い方及び心の健康やけがの防

止、病気の予防について、概ね理

解している。  

・個人で行う基本的な技能及び健康

で安全な生活を営むための技能は

概ね身に付いている。  

・体を支持する力、各種泳法、ボー

ルを持たないときの動きが身に付

いていない。  

・自己や他者の運動や身近な

生活における健康の課題を

見付けることが概ねできて

いる。  

・自己やチームの課題を解決

するための方法を工夫する

ことができる児童は約半数

である。 

・運動に積極的に取り組むことが

概ねできている。  

・約束を守り、助け合って運動す

ることができる児童が多い。  

・勝敗を受け入れられない児童も

いる。  

・仲間の考えや取り組みを認めよ

うとしている。  

・場や用具の安全に気を付けて準

備や片付けをすることができて

いる。  

  

３ 授業改善のポイント（観点別）  

（１） 低学年   

知識・技能   思考・判断・表現   主体的に学習に取り組む態度  

・鬼遊びや遊具・用具を使った運動

遊びに取り組む機会を多く設け、

「遊び」を通して様々な動きに親し

む中で、基本的な動きが身に付くよ

うにする。  

・単元を問わず、準備運動も兼ね、

鬼遊びや短縄を使った運動遊び、体

ほぐしの運動遊びを継続して取り組

み、持久力や巧みな動きを身に付け

たり、体を動かす心地よさを味わわ

せたりする。   

・ＩＣＴ機器や教師、友達を通し

て、手本となる動きや低学年の実態

に応じた動きのコツを伝える。   

 

・学習課題に沿ってやりたい

ことを自己決定する活動を

取り入れる。   

・単元によっては『学習カー

ド』を活用しながら、振り

返る学び方を体育科の中で

も培っていく。   

・よい動き方に気付いたり、

伝えたりする経験を積ませ

る。  

・自己だけでなく、友達の動

きのよさを見付けさせ、伝

える活動を取り入れる。   

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。  

・安全に留意し、きまりを守りな

がら、運動遊びにすすんで取り

組めるような声掛けや場の設定

をしていく。 

・場の準備・片付けを自分たちで

安全に行えるように指導する。   

・運動を楽しむ姿勢や一生懸命に

取り組んでいる姿を積極的に褒

め、全体の意欲向上につなげる

ようにする。 

・運動のコツを掴ませ、できる喜

びを味わわせ、運動の楽しさを

実感させていく。 

・全員が活躍できる場や規則を設

定する。   

・休み時間でも授業で行った運動

に取り組めるように『学習カー

ド』等を活用する。   

・休み時間には、教師もすすんで

一緒に校庭に出て遊び、共に運

動の楽しさを味わい、伝えるよ

うにする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２） 中学年   

知識・技能   思考・判断・表現   主体的に学習に取り組む態度  

・「体つくり運動」を要に多様な動き

の獲得や動きの組み合わせができ

るようにする。   

・単元を問わず、準備運動も兼ね、

鬼遊びや短縄を使った運動、体ほ

ぐしの運動を継続して取り組み、

持久力や巧みな動きを身に付けた

り、体を動かす心地よさを味わわ

せたりする。   

・ＩＣＴ機器や教師、友達を通し

て、手本となる動きや中学年の実

態に応じた動きのコツを伝える。   

・授業の始めに、主運動につながる運

動を取り入れる。  

・保健学習や食育とも連携し、健康の

保持増進にも目を向けさせ、規則正

しい生活と意欲的に運動をする態度

を育てる。  

 

・学習課題に沿ってやりたい

ことを自己決定する活動を

取り入れる。  

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。  

・自己の課題に合った場や練

習方法を選択する活動を取

り入れる。   

・自己だけでなく、チームや

グループ活動の中の課題を

見付け、課題を解決するた

めの方法や活動を工夫しな

がら考えたり、互いの動き

の良さについて見付け、考

えたことを伝えたりする活

動を取り入れる。 

・安全に留意し、きまりを守りな

がら、運動にすすんで取り組め

るような声掛けをする。  

・場の準備・片付けを自分たちで

安全に行えるように指導する。  

・運動に楽しむ姿勢や一生懸命に

取り組んでいる姿を積極的に褒

め、全体の意欲向上につなげる

ようにする。  

・運動の仕方や技能のコツを掴ま

せ、できる喜びを味わわせ、運

動の楽しさを実感させていく。   

・全員が活躍できる場や規則を設

定する。 

・休み時間でも授業で行った運動

に取り組めるように学習カード

等を活用する。   

 

   

（３） 高学年   

知識・技能   思考・判断・表現   主体的に学習に取り組む態度  

・単元を問わず、準備運動も兼ね、

持久走や短縄を使った運動、体ほ

ぐしの運動に継続して取り組み、

持久力や巧みな動きを身に付けた

り、体を動かす心地よさを味わわ

せたりする。   

・ＩＣＴ機器や教師、友達を通し

て、運動技術の重点を押さえる。   

・易しい場や練習方法を示し、課題

解決方法を理解・活用し技能を高

められるようにする。  

・授業の始めに、主運動につながる

運動を取り入れる。  

・保健学習や食育とも連携し、健康

の保持増進にも目を向けさせ、規

則正しい生活と意欲的に運動をす

る態度を育てる。  

 

・学習課題を理解し、自己や

他者の能力を分析したり解

決方法を自己決定したりす

る活動を取り入れる。（Ｉ 

ＣＴ機器の活用）  

・活動を振り返ることができ

る『学習カード』を活用す

る。○を付けるだけのもの

や一言で振り返ることので

きるカード等を活用する。  

・運動中の状況判断が求めら

れる活動を設定し、判断力

を伸ばす。  

・健康の保持増進に向けた解

決策を調べ、プレゼンテー 

ションする場面を設定す

る。  

・安全に留意し、約束を守りなが

ら、運動にすすんで取り組める

ような声掛けをする。  

・運動に楽しむ姿勢や一生懸命に

取り組んでいる姿を積極的に褒

め全体の意欲向上につなげるよ

うにする。   

・運動のコツを掴ませ、運動の楽

しさを味わわせる。  

・仲間の考えを認め、協働して学

ぶ姿を価値づける。   

・全員に役割を与え、「する・見

る・支える・知る」体育の見

方・考え方に触れられるように

する。  

・休み時間でも授業で行った運動

に取り組めるように学習カード

等を活用する。   

  

 


